
読書の秋

今年の異常な暑さはいつまで続くのだろうか、と思わせる残暑が続きましたが、ようやく朝晩が涼し
く（寒く）なってきました。日暮れの早さに秋の深まりを感じ、ニュースでは紅葉の便りもちらほら聞
こえてきています。そのような中、急に気温が下がったこともあり体調不良者が多くなっています。例
年に比べインフルエンザが流行しており、区内の小中学校では学級・学年閉鎖となっている学校が多く
あります。本校でもインフルエンザによる欠席者が増加しましたが、学級・学年閉鎖までは至りません
でした。まだまだ流行が収まっていない状況なので、手洗い・うがい等体調管理を万全にしていってく
ださい。保護者の皆様もご自愛ください。

さて、秋と言えば．．．「食欲の秋」、「スポーツの秋」、「芸術の秋」など
「○○の秋」という言葉が多く存在します。何をするにもよい季節なので
しょう。自分の趣味や好きなこと、得意なことをして秋を満喫したり、じっ
くりゆっくり苦手なこと、不得意なことに挑戦したりしていってください。
「○○の秋」の中で今回は「読書の秋」について触れていきたいと思います。
今月の終わりから11月の上旬にかけて読書週間が設定されています。穏やかな気候のもと、読書を楽

しんでもらいたいと思います。中学生にとって読書をすることは様々な効果をもたらすと言われていま
す。では「読書による効果」とはどんなものなのでしょう。
１ ストレス発散になり、リラックスすることができる。また脳が活性化される。

登校して朝、読書をすることで落ち着いた生活を送ることができ、また授業中の学習効果が向上し
ます。

２ 語彙力、文章力が養われる。
読書中に新たな言葉、初めて見る言葉に出会い調べていくうちに語彙力が身に付き、言葉を適切に

選んで使えるようになります。また、適切で質の高い文章に触れることで文章力も磨かれていきます。
３ 教養や知識が増える。

読書によって知らなかったことを知るきっかけとなり、教養や知識が身に付くことで見える世界が
広がっていきます。さらに、他人と会話をするときにも話題が豊富になります。

４ 読解力が身に付く。
読解力とは、文字通り文章を読み解く力、内容を正確に理解する力になります。読解力により他人

の発言意図や文脈の流れが理解され、文脈に沿った発言ができるようになります。また、この読解力
はテストの問題文を正確に読み取り、正確に答えるためにも必要な力となります。

５ 想像力が豊かになる。
本の多くは文字でできています。そのため文字から景色や場面、登場人物の動きや心情を想像しな

ければなりません。想像することで、登場人物の立場になって考えたり作者・筆者の意図をくみ取っ
たりすることができるようになります。そして他人に共感する力や思いやりの心が養われていきます。

他にもたくさんの良い効果が期待されていますが、上記の効果だけを考えても、
まだ読書の習慣のない生徒には今年から「読書の秋」を始めてほしいと思ってい
ます。読書による良い効果によってさらに様々な力を身に付け、伸ばしていくこ
とを願います。インターネットを通じたデジタル書籍でも読書はできるかもしれ
ませんが、ぜひ本物の本を手にして読んでほしいので、まずは学校の図書室に行
ってみましょう。お目当ての本がなくても、新たな興味を引く本が見つかるかも
しれません。学校の図書室になければ地元の図書館に行ってみるのも良いと思い
ます。保護者の皆様も「読書の秋」いかがですか。
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１０月１４日(土)、本校体育館で「表現活動発表会」を行いました。
この発表会では、２つの部活動の発表の場としてだけでなく、発表・

鑑賞する生徒全員で「曲・テーマの特徴と表現の工夫」を学び合う場と
なりました。また、１２０人もの保護者の方に参観いただき、熱気あふ
れる発表会になりました。
＜以下、生徒の感想より＞

１０月１９日（木）体育館で生徒総会が行われました。先日の生徒会朝礼の際に、後期の専門委員長
にバトンを引き継ぐ認証式がありました。それを受けて今回の生徒総会は２年生が中心となり、司会進
行や議長を務めました。それぞれの委員長から活動方針及び活動計画が発表され、それが全校生徒に承
認されました。
また、中央委員会への要望として、今年度も学級で話し合った内容が提案されました。昨年度、靴下

の色の自由度を増やしてほしいという意見が反映され、今年度からの変更につながった経緯もあり、今
年も様々な意見が出されました。それらの意見を中央委員会で吟味・検討して、より良い学校生活につ
ながる、建設的な形で具現化できると良いと思っています。
そして生徒会長から、「様々なことに取り組んできた先輩方の姿を受け継ぎ、取り組むと決めたこと

に対して皆で動けるようにしたい」という主旨の言葉がありました。
今後も中央委員会が中心となって、生徒の皆さんが自分たちを高めて豊かな学校生活につながる環境

づくりを主体的に考え、それが具現化される取組を積極的に行ってくれることを期待しています。

１０月２８日（土） 合唱コンクール（本校体育館） ＊１０月３０日（月）は振替休業日

１１月 ２日（木） ３年領域診断テスト
１１月 ８日（水） 区中研道徳研究授業（１Ｂ） ＊１Ｂ以外は給食後下校

１１月１１日（土） 学校公開・道徳授業地区公開講座

公開講座「命の授業」
「満州からの引き揚げ～シベリア抑留・もう一つの悲劇～」
講師：一般財団法人 全国強制抑留者協会 服部 寛 様

１１月１４日（火）から１１月１６日（木） 定期考査Ⅲ ＊１６日は情報モラル教室を実施

１１月２４日（金） １年校外学習（浅草周辺 班別行動）
１１月２６日（日） ３年スピーキングテスト
１１月２８日（火） ２年校外学習（都営大江戸線 沿線各所 班別行動）

主任教諭 秦 明彦・山口 弘子

～生徒総会～ 教諭 村上 綺菜実

吹奏楽部やダンス部が凄かったので、自分も頑張ろうと思った。元気をも
らえた！！友達の頑張っている姿を見られてよかったし、勉強以外にも頑張
っている人がたくさんいるから私ももっと頑張ろうと思った。（１年生）

一人一人が発表をしているときに、皆真剣に楽しそうに表現しているのが伝わ

ってきて、発表している方も聞いている方も楽しめて、まさに全体が一体となっ

てあの空間を作り出しているのを感じた。人の頑張りは必ず誰かを幸せな気持ち

にする力があるのだなと身をもって体感することができた。（３年生）

全体を通して、３年生にとって最後の発表会！最高に感動させられました。
吹奏楽部は、金賞を獲っての発表で、全員の努力が一つになり、１音１音にパワーがこもった綺麗な演奏

でした。ダンス部は悔しい思いをしての発表。でも最後まで楽しく満面の笑みで全員が踊っていて最高の舞
台でした。上から目線かもしれませんが、毎回毎回、吹奏楽部もダンス部もレベルアップしていて全員の頑
張りが見ている側の心をつかむ、そんな気持ちの強さを感じました。ありがとう！ （３年生）
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